
函館市の提案概要（遠隔医療モデルプロジェクト）

地域に於ける「見守り」社会の実現：地域住民(患者)を中心とする視点から「見守り環境」を構築、ＩＣＴの効果的利用により
安全・安心地域社会実現及び地域医療の諸課題（医療過疎、医師等医療者不足、経営的課題等）解決を図る。

別紙 ２

◇ 地域全体での「見守り」環境実現
がキーワード ◇

①医療者間相互連携 「ＩＤ－Ｌｉｎｋ」
：診察情報の共有化
病院←→病院 連携
病院←→診療所 連携

②在宅独居高齢者のネットワークに
よる見守り
：孤独死や急病発症等を屋内測位
とﾈﾂﾄﾜｰｸ報知技術によりｻﾎﾟｰﾄ
する。

③周産期医療支援
：胎児心拍、子宮筋収縮波、胎動
等母子共の健康状態モニター及び
管理を行う。

④生体データモニタリング
：平時よりバイタル情報（体組成、
血圧、運動量、心拍等）の追跡に
より、予防医学的見地からの健康
管理を行う。

⑤VGN-IX
：地域ﾈｯﾄﾜｰｸにおける冗長性と
信頼性・秘匿性を兼ね具える道内
ＩＸ構築を行う。
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実実 施施 内内 容容 事業イメージ事業イメージ

函館市役所

はこだて未来大学

NPO法人NORTH

通信の活用/信頼性向上
高速・広帯域で安定したNW環境の
活用と通信インフラの整備
・地域IX
・JGN2plus/boreo

札幌医科大学札幌医大付属病院

中核病院を支援する
専門病院も連携

レントゲン、MRI
などの撮影を分担

診療所、病院にかかる前の
ちょっとした健康診断は身近な
薬局も活用（健康コンシェルジュ）。
→薬局への相談ならお金不要。

以前、かかった
ことのある病院

地域の専門病院

既往歴の閲覧

電子カルテ

電子カルテ

一次医療での診察
内容閲覧

電子カルテ 電子カルテ 電子カルテ

三時医療での診察、
検査内容閲覧

仮想○○○病院
（あたかも一つの大きな病院）

三次医療での診察、
検査内容閲覧

日々の生態情報データを
取得、蓄積。
自宅に戻ってからも健康
状態をかかりつけ医が
チェック。

ネットでの検診と
訪問診察

自宅での在宅医療

在宅医療専門最寄りの診療所

中核病院
（三次医療）

最寄りの診療所
（一次医療） 中核病院

（三次医療）

Internet
各医療機関の電子カルテ参照

（救命救急医療）

連携

北海道の医療機関

連携連携

・予防～診療/治療～予後管理(アフター・ケア)まで一連の仕組みを確立。
・住民が安心して自分の街に暮らせる医療環境づくり。




